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心
地
よ
い
夏
の
風
に
恵
ま
れ
た
今

日
の
良
き
日
、
平
成
28
年
度
第
52
回

全
国
連
合
退
職
校
長
会
総
会
を
開
会

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
文
部
科
学

大
臣
馳　

浩
様
代
理
初
等
中
等
教
育

局
視
学
官
望
月
昌
代
様
を
は
じ
め
、

教
育
関
係
諸
団
体
の
代
表
の
方
々
、

報
道
関
係
各
社
の
代
表
の
方
々
等
、

多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

錦
上
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
た
く
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
、
4
月
14
日
21
時
26
分
に
発

生
し
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
と

命
名
さ
れ
た
大
地
震
は
、
大
分
県
に

も
及
び
、
未
だ
そ
の
揺
れ
が
収
ま
り

ま
せ
ん
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
を
悼

み
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
揺
れ

が
一
刻
も
早
く
収
ま
る
こ
と
を
願
う

と
共
に
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事

故
に
も
思
い
を
寄
せ
、
息
の
長
い
物

心
両
面
の
支
援
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
す
。
今
年
に
な
り
ま
し
て
、

4
月
22
日
に
は
、
義
家
弘
介
副
大
臣

を
座
長
と
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
、

「
今
後
の
教
職
員
定
数
改
善
の
方

針
」（
中
間
ま
と
め
）
を
公
表
し
ま

し
た
。
主
た
る
狙
い
は
、
次
世
代
の

学
校
を
創
生
す
る
こ
と
と
、
基
礎
定

数
と
加
配
定
数
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
追
及
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
中
間
ま
と
め
で
は
、「
教
師
の
み

が
子
供
を
指
導
す
る
と
い
う
学
校
文

化
」
の
な
か
で
育
っ
た
「
日
本
型
学

校
教
育
」
を
評
価
し
、
堅
持
し
つ
つ
、

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
向
け
た
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
よ
り
、
次
世
代
の
学
校
を
創
生

し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
、
更
に
、
そ

の
た
め
に
は
、
と
し
て
、
教
職
員
定

数
の
改
善
の
必
要
性
に
触
れ
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
内
に
改
訂
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
学
習
指
導
要
領
に
予
想
さ

れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
学

習
課
程
の
質
的
改
善
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
計
画
的
・
組

織
的
実
施
、
チ
ー
ム
学
校
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。「
学
校
は
、
学
問
を
通

じ
て
人
間
形
成
を
す
る
場
で
あ
る
」

と
い
う
学
校
観
は
不
易
で
す
が
、
教

師
以
外
の
人
材
と
共
に
手
を
携
え
て

子
供
を
指
導
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば

「
新
し
い
学
校
文
化
」
の
中
で
「
次

世
代
の
学
校
」
が
誕
生
し
て
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
不
可
欠
な
こ
と
は
、
教

育
に
関
す
る
物
的
・
人
的
な
改
善
・

充
実
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
人
的
条

件
と
い
え
る
「
教
師
の
質
と
数
」
の

充
実
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

去
る
4
月
22
日
の
記
者
会
見
に
お

い
て
、
馳
文
部
科
学
大
臣
が
言
わ
れ

て
お
ら
れ
る
通
り
、
義
務
標
準
法
の

検
討
見
直
し
が
必
要
で
す
。
学
び
続

け
、
教
師
と
し
て
の
力
量
が
備
わ
っ

た
教
師
が
、
義
務
標
準
法
の
改
正
に

よ
る
新
た
な
基
礎
定
数
に
よ
っ
て
配

置
さ
れ
る
次
世
代
の
学
校
（
新
し
い

学
校
）
が
創
出
さ
れ
、「
教
育
の
強

靱
化
」
に
向
け
て
学
校
が
い
っ
そ
う

進
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
五
十
二
回  

総 

会 

挨 

拶

　
　

全
国
連
合
退
職
校
長
会

　
　
　
　

会
長　
　

戸
張
　
敦
雄
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平
成
28
年
度
の
全
国
連
合
退
職
校

長
会
は
、
目
的
、
綱
領
の
精
神
、
今

日
の
総
会
に
お
い
て
ご
承
認
い
た
だ

く
目
標
、
予
算
、
各
部
・
各
委
員
会

の
事
業
計
画
に
則
り
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
先
程
申
し
上
げ
ま

し
た
義
務
標
準
法
の
改
正
に
関
す
る

要
望
を
は
じ
め
、
教
育
の
振
興
に
寄

与
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
例
年
に
も

増
し
て
政
府
へ
の
要
望
を
強
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
的
課
題
と
目
さ
れ
る
、

高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
、
望
ま
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、

各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
総
合
教
育

会
議
の
動
向
に
も
目
を
配
り
ま
す
。

そ
し
て
、
共
に
、
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
退
職

者
や
後
進
の
方
々
の
生
活
の
安
定
・

安
全
に
資
す
る
要
望
や
、
会
員
数
の

増
強
に
も
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
設
立
50
周
年
の
時
を
超

え
た
全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、
一

息
入
れ
る
間
も
な
く
、“
停
滞
は
、

後
退
で
あ
る
”
と
心
得
、“
前
へ
”

を
心
に
秘
め
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
参
会
の
各
位
の
ご
指
導
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
願
い
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

教
育
界
の
先
達
と
し
て
御
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
ず
、
4
月
に
発
生
し
た
平
成
28

年
熊
本
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
被
災
し

た
学
校
の
復
旧
・
再
開
は
も
と
よ
り
、

子
供
た
ち
の
就
学
支
援
、
心
の
ケ
ア
、

学
習
支
援
な
ど
、
出
来
る
限
り
の
支

援
を
的
確
か
つ
迅
速
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、「
人
づ
く
り
は
国
づ
く

り
」
で
す
。
教
育
は
未
来
へ
の
先
行

投
資
で
あ
り
、
教
育
再
生
な
く
し
て

我
が
国
の
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
に
真
正
面
か
ら
挑
み
、「
希
望

を
生
み
出
す
強
い
経
済
」、「
夢
を
紡

ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安
心
に
つ
な
が

る
社
会
保
障
」
の
「
新
三
本
の
矢
」

の
実
現
を
目
的
と
し
て
「
一
億
総
活

躍
社
会
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
の
実
現
に
当
た
っ
て
、
教
育
が

担
う
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、
情
報

化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
激
に
進
展

す
る
不
透
明
な
時
代
を
、
た
く
ま
し

く
、
し
な
や
か
に
生
き
て
い
く
人
材

を
育
て
る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
を

進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
末
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
を
担
う
教
員
の
資
質
、
能
力
の

向
上
や
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の

あ
り
方
と
今
後
の
改
善
方
策
、
学
校

と
地
域
の
連
携
、
協
働
の
あ
り
方
と

今
後
の
推
進
方
策
等
に
つ
い
て
、
中

央
教
育
審
議
会
か
ら
3
つ
の
答
申
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
文
部
科
学
省
で

は
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
一
体
的
・
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
1
月
、

「
次
世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生
プ

ラ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
に
関
し
、
先
日
、
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
の
方
向
性
を
含
め
て
、
子
供

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、「
次
世
代

の
学
校
」
を
創
生
し
、
教
育
の
強
靱

化
を
必
ず
実
現
す
る
と
の
決
意
を
、

   

文
部
科
学
大
臣	

馳
　
　
浩 

様

　  （
代
読
）初
等
中
等
教
育
局
視
学
官

	

望
月
　
昌
代 

様

　

祝
　
　
　
辞

平
成
28
年
度
全
国
連
合
退
職
校
長

会
総
会
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
御
出
席
の
全
国
連
合
退
職

校
長
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
長
年
に

わ
た
り
学
校
運
営
の
責
任
者
と
し
て
、

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
の
た
め
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
現
在
も
な
お
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改
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
表
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
教
育

に
対
す
る
深
い
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
初
等
中
等
教
育
の
発
展
の
た
め

に
一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
総
会
が
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
多
大
な
成
果
が
得
ら
れ

ま
す
よ
う
御
期
待
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
全
国
連
合
退
職
校
長
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
御
出
席
の
皆

様
の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た　

全
国
連
合
小
学

校
長
会
副
会
長
の
阪
口
正
治
で
ご
ざ

い
ま
す
。
平
素
は
、
全
国
連
合
小
学

校
長
会
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

第
52
回
全
国
連
合
退
職
校
長
会
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
連
合
退
職
校
長
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
設
立
以
来
、
半
世
紀
に

わ
た
り
、
学
校
種
を
越
え
て
日
本
全

国
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
ま
ず
も
っ
て
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

ま
た
、
貴
退
職
校
長
会
の
綱
領
の

一
つ
に
、「
教
育
尊
重
の
気
運
を
高

め
、
日
本
の
教
育
の
振
興
に
寄
与
す

る
」
と
あ
り
、
常
に
そ
の
具
現
化
に

努
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
敬
服
す

る
次
第
で
す
。

さ
て
、
現
在
、
国
で
は
、
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
に
向
け
た
、
様
々
な

特
別
部
会
が
繰
り
返
し
開
催
さ
れ
、

今
年
度
中
に
は
、
答
申
と
し
て
示
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
つ
い
先
日
、
5
月
20
日
に

は
、
多
様
な
個
性
が
生
か
さ
れ
る
教

育
の
実
現
を
め
ざ
す
、
教
育
再
生
実

行
会
議
の
第
9
次
提
言
も
出
さ
れ
ま

し
た
。
未
来
を
見
据
え
た
教
育
の
具

現
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

全
連
小
で
は
、
学
校
現
場
の
校
長

先
生
方
が
、
教
育
課
程
の
編
成
・
実

施
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

昨
年
度
よ
り
、
資
料
の
作
成
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
出
さ
れ
る
次

期
学
習
指
導
要
領
の
答
申
に
合
わ
せ

て
、
全
国
の
校
長
先
生
方
に
提
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
の
、
教
職
員

定
数
の
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

諸
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
諸

機
関
へ
の
要
望
活
動
を
、
さ
ら
に
充

実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
全
国
連
合
退
職
校
長

会
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
様
々
な
教
育
課
題
の
解

決
や
教
育
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
連
合
退
職
校
長
会

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
本
日
、
ご
参

会
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

全
国
校
園
長
会
長
代
表

　

全
国
連
合
小
学
校
長
会

副
会
長
　
阪
口
　
正
治
様

来賓各位
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日　

時　

平
成
28
年
６
月
3
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

会　

場　

江
戸
東
京
博
物
館

　
　
　
　

学
習
室

出
席
者　

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
、
代
議
員
等　

129
名

司
会
・
進
行  

総
務
部
長	
入
子
祐
三

₁
、
開
会
の
辞  

副
会
長	

橋
本
楯
夫

₂
、
国
歌
斉
唱　

　
　

指
揮　
事
務
局
次
長	

中
原
慎
三

₃
、
全
連
退
「
綱
領
」
の
唱
和

　
　

主
唱　
生
涯
福
祉
部
長	

岡
野
仁
司

₄
、
会
長
挨
拶　

会
長	

戸
張
敦
雄

₅
、
来
賓
祝
辞

　

○
文
部
科
学
大
臣	

馳　
　

浩
様

　
（
代
理
）初
等
中
等
教
育
局
視
学
官

	
	

望
月
昌
代
様

　

○
全
国
校
園
長
会
長
代
表

　
　

全
国
連
合
小
学
校
長
会　

	
	

会
長　

大
橋　

明
様

　
　
（
代
理
）副
会
長	　

阪
口
正
治
様

₆
、
来
賓
紹
介

　

	
	

事
務
局
長　

徳
永
裕
人

₇
、
議
長
選
出

前
日
の
理
事
会
で
樋
浦
晃
治
、
中

原
和
昭
両
副
会
長
を
選
出

₈
、
議
事

　

第
１
号
議
案

　
　

平
成
27
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

　

第
２
号
議
案

平
成
27
年
度
決
算
報
告

並
び
に
監
査
報
告

・
決
算
報
告　

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

・
監
査
報
告　

　

	

監
事	

面　

邦
雄

	
	

（
Ｐ
10
・
12
）

　

第
３
号
議
案

　
　

会
則
の
一
部
改
正

・
提
案
そ
の
1

　
〈
現
行
〉
第
4
条	

副
会
長
9
名

　
〈
改
正
案
〉	

副
会
長
8
名

・
提
案
そ
の
2

　
〈
現
行
〉
第
5
条
2　

副
会
長
は

北
海
道
、
東
北
、
関
東
甲
信
越
、

東
海
北
陸
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、

九
州
の
各
地
区
及
び
東
京
都
か
ら

1
名
ず
つ
理
事
会
に
お
い
て
選
出

し
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

〈
改
正
案
〉
副
会
長
は
、
北
海
道
、

東
北
、
関
東
甲
信
越
、
東
海
北
陸
、

近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
各

地
区
か
ら
1
名
ず
つ（
以
下
同
文
）

・
提
案
そ
の
3

　
〈
現
行
〉
第
19
条　

北
海
道
、
東

北
、
関
東
甲
信
越
（
東
京
都
を
含

む
）、
東
海
北
陸
、
近
畿
、
中
国
、

四
国
、
九
州
の
8
地
区
に
お
い

て
は
、
地
区
連
絡
協
議
会
を
組

織
し
、
地
区
の
実
情
に
即
し
、

本
会
の
諸
活
動
の
振
興
に
努
め

る
。

〈
改
正
案
〉　

北
海
道
、
東
北
、
関

東
甲
信
越
、
東
海
北
陸
、
近
畿
、

中
国
、
四
国
、
九
州
の
8
地
区

に
お
い
て
は
、（
以
下
同
文
）

　

第
４
号
議
案

平
成
28
年
度
役
員
の
承
認

○
副
会
長
の
退
任
と
就
任

　
（
東
海
北
陸
地
区
）

　

江
端
雅
司
（
岐
阜
）

　

→　

西　

輝
昭
（
福
井
）

　
（
九
州
地
区
）

総　

会　

報　

告

第52回　全連退総会

議長団

新副会長
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宮
原
都
明
（
佐
賀
）

　

→　

西
平
千
治
（
長
崎
）

　

第
5
号
議
案

　

平
成
28
年
度
「
目
標
」
並
び
に

　

事
業
計
画
案

　

各
部
長
・
委
員
長
か
ら
提
案

	
	

（
P
8
・
9
）

　

第
6
号
議
案

　

平
成
28
年
度
予
算
案

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

　

第
7
号
議
案

　
「
総
会
宣
言
の
採
択
」（
P
7
）

　

読
み
上
げ　

副
会
長　

多
田
丈
夫

※�

各
提
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

₈
、
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈

	
	

（
Ｐ
５
）

₉
、
閉
会
の
辞

	
	

副
会
長　

西
平
千
治

⑴
　
退
任
副
会
長

江
端　

雅
司
様
（
東
海
北
陸
）

宮
原　

都
明
様
（
九
州
）

⑵
　
退
任
理
事

石
井
康
太
郎
様
（
青
森
）

杉
山　

紘
二
様
（
宮
城
）

横
山　

恵
六
様
（
石
川
）

上
坂　

守
男
様
（
福
井
）

宮
城　

正
彦
様
（
静
岡
）

中
川　

正
明
様
（
愛
知
）

大
廣　

佳
二
様
（
三
重
）

松
村　

惠
司
様
（
奈
良
）

吉
廣　

俊
三
様
（
岡
山
）

森
畠　
　

茂
様
（
広
島
市
）

石
原　
　

修
様
（
香
川
）

丹
下　

敬
治
様
（
愛
媛
）

横
山　

和
雄
様
（
高
知
）

冨
永　

憲
市
様
（
宮
崎
）

　

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

　
　

記
念
講
演
（
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）

講 

師 

紹 

介

感謝状贈呈

講
師　

日
本
放
送
協
会
放
送
総
局　

　
　
　
　

解
説
主
幹	

早
川
信
夫
様

演
題　
「
教
育
改
革
の
流
れ
」

・
1
9
5
3
年　

福
島
県
生
ま
れ

・
1
9
7
8
年　

東
京
大
学
卒
業

　
　
　
　
　
　
　

N
H
K
に
入
社

N
H
K
千
葉
放
送
局
、
函
館
放
送
局

勤
務
を
経
て
、
東
京
へ

N
H
K
放
送
局
社
会
部
、
科
学
文
化

部
の
要
職
を
歴
任

・
1
9
9
4
年　

週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ

　

ー
ス
企
画
、
創
設

・
1
9
9
7
年
よ
り
、
解
説
委
員

　
（
教
育
文
化
担
当
）

・
2
0
0
5
年　

解
説
主
幹

〈
著
書
〉「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
教
育

改
革
」
中
央
出
版
社　

他
多
数

☆
講
演
内
容
の
要
旨
は
次
号
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

全
連
退
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
紙
の

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

プ
リ
ン
ト
写
真
ま
た
は
メ
ー
ル
で

３
〜
５
枚
を
本
部
事
務
局
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

〔
訂
正
と
お
詫
び
〕

○
会
報
198
号
（
1
月
1
日
号
）
に
お

い
て
、
12
ペ
ー
ジ
の
「
設
立
五
十

周
年
功
労
者
の
表
彰
」
の
4
段
目

の
右
か
ら
2
人
目
と
3
人
目
（
難

波
義
正
氏
と
山
田
忠
男
氏
）
は
、

島
根
県
の
所
属
で
す
。
深
く
お
詫

び
い
た
し
、
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

○
会
報
199
号
（
3
月
15
日
号
）
に
お

い
て
、「
都
道
府
県
だ
よ
り
」
の

コ
ー
ナ
ー
の
4
ペ
ー
ジ
の
「
地
域

の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
」
の
文
中
、

宮
城
県
退
職
校
長
会
と
あ
る
の
は
、

宮
崎
県
退
職
校
長
会
の
誤
り
で
す

の
で
、
深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。
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平成28年度役員一覧

本
　
　
　
部

会

長

副

会

長

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

戸

張

敦

雄

多

田

丈

夫

永

峰　
　

貴

大

山

明

夫

樋

浦

晃

治

西　
　

輝

昭

橋

本

楯

夫

中

原

和

昭

後

藤

忠

雄

西

平

千

治

東

京

東

京

北
海
道

山

形

新

潟

福

井

京

都

山

口

徳

島

長

崎

常
任
理
事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

吉

田　

仁

石

塚

二

郎

石

田

和

男

清

水

章

夫

三
本
杉　
　
　

伸

大
河
内　

武　

久

山

縣

永

良

木

内

芳

則

入

子

祐

三

木

山

髙

美

大

野

幸

男

白

石

裕

一

田

中

昭

光

村

山

忠

幸

岡

野

仁

司

野

口

玲

子

茨

城

栃

木

群

馬

埼

玉

千

葉

神
奈
川

山

梨

長

野

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

東

京

監

事

　

〃

　

〃

菊

池

成

夫

髙

橋　

基

面　
　

邦

雄

岩

手

長

野

福

井

地
　
　
　
区

理
事
（
副
会
長
）

理

事
（
北
海
道
地
区
）

永

峰　
　

貴

吉

岡

正

行

北
海
道

北
海
道

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
東
北
地
区
）

大

山

明

夫

奈

良

年

永

西

村

倬

郎

泉
　

晋

佐

藤

重

義

小

野

孝

雄

山

形

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

福

島

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

（
関
東
甲
信
越
地
区
）

樋

浦

晃

治

石

田

孝

作

佐　

藤　

美
小
王

黒

田

貞

夫

新

潟

埼

玉

千

葉

東

京

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
東
海
北
陸
地
区
）

西　
　

輝

昭

上

田

清

成

平

瀬

仁

紀

後

藤

忠

喜

中

塚

博

文

加

藤

正

躬

鈴

木

美

文

福

井

富

山

石

川

岐

阜

静

岡

愛

知

三

重

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
近
畿
地
区
）

橋

本

楯

夫

落

合

祥

浩

森

田

一

三

山

崎

幸

夫

中

川

克

己

上

岡

正

直

京

都

滋

賀

大

阪

兵

庫

奈

良

和
歌
山

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
中
国
地
区
）

中

原

和

昭

西

村

英

昌

山

田

忠

男

岡

田

浩

明

鷲

尾　
　

実

原

田　
　

力

山

口

鳥

取

島

根

岡

山

広
島
（
県
）

広
島
（
市
）

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

（
四
国
地
区
）

後

藤

忠

雄

溝

渕

正

臣

仲

田

正

夫

谷

脇

和

隆

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

理
事
（
副
会
長
）

理

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

（
九
州
地
区
）

西

平

千

治

花

田

一

芳

城

後

武

史

宮

原

都

明

大

森　
　

勲

朝
来
野　

展　

生

日
高　

愼
一

石

塚

勝

郎

宜
寿
次　

政　

昭

長

崎

福
岡
（
小
）

福
岡
（
中
）

佐

賀

熊

本

大

分

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

事
　
務
　
局

事
務
局
長

事
務
局
次
長

事
務
局
員

徳

永

裕

人

中

原

慎

三

佐
々
木　

多
美
子

東

京

東

京

東

京

日
　
時	

平
成
28
年
６
月
2
日
（
木
）

	

午
後
１
時
よ
り

会
　
場	

江
戸
東
京
博
物
館　

会
議
室

出
席
者	

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
等　

68
名

司
会
・
進
行	

総
務
部　

野
口
玲
子

１
、
開
会
の
辞	

副
会
長　

大
山
明
夫

２
、
会
長
挨
拶	

会
長　

戸
張
敦
雄

　

・
被
災
状
況
報
告
・
お
礼

	
	

熊
本
県
会
長　

大
森　

勲

３
、
平
成
27
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

４
、
平
成
27
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

監
事　

菊
池
成
夫

５
、「
役
員
選
出
」
並
び
に
「
総
会
宣
言

の
文
案
作
成
」
に
つ
い
て

９
地
区
の
副
会
長
に
よ
る
「
役
員
選

出
」「
総
会
宣
言
の
文
案
作
成
」
委

員
会
を
開
催
し
、
作
成

│
│
そ
の
た
め
理
事
会
は
暫
時
休
憩
│
│

◇
　
再
　
開
　
◇

６
、
総
会
議
長
候
補
の
選
出

　
　
（
関
東
甲
信
越
地
区
）　

	
	

副
会
長　

樋
浦
晃
治

　
　
（
中
国
地
区
）	

副
会
長　

中
原
和
昭

７
、
会
則
の
一
部
改
正
（
案
）

	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

８
、
役
員
候
補
者
選
出
報
告

	

役
員
選
出
委
員
長　

永
峰　

貴

９
、
平
成
28
年
度
「
目
標
」（
案
）

並
び
に
事
業
計
画

	
	

　

提
案　

各
部
長
・
委
員
長

	
	

（
P
８
・
９
）

10
、
平
成
28
年
度
予
算
案

	

提
案　

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

（
P 

11
・
12
）

11
、「
総
会
宣
言
」
文
案
発
表

	

文
案
作
成
委
員
長　

多
田
丈
夫

12
、
そ
の
他

⑴
各
部
・
委
員
会
か
ら
の
調
査
・
報

告
等
に
つ
い
て	

各
担
当

⑵
教
育
図
書
の
新
編
集
企
画
に
つ
い

て	

出
版
事
業
委
員
長　

木
山
髙
美

⑶
教
育
新
聞
へ
の
連
載
企
画

「
活
躍
す
る
退
職
校
長
会
─
─
子

	

供
、
教
師
、
地
域
を
支
え
る
」

	

に
つ
い
て	

会
長　

戸
張
敦
雄

13
、
全
連
退
の
歌

	
	

「
光
か
か
げ
て
」
斉
唱

14
、
閉
会
の
辞

	
	

副
会
長　

宮
原
都
明

 

理
事
会
報
告
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全
国
連
合
退
職
校
長
会
　
綱
領

　
わ
れ
わ
れ
は
　
全
国
連
合
退
職
校
長
会
の
設

立
以
来
の
歴
史
や
活
動
を
継
承
し
　
わ
が
国
の

教
育
の
将
来
を
見
定
め
　
会
員
と
し
て
の
自
覚

と
誇
り
を
も
っ
て
　
こ
こ
に
綱
領
を
制
定
す
る

一
　
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
　
日
本
の
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る

一
　
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
涯
学
び
続
け
　
充

実
し
た
生
き
方
を
実
現
す
る

一
　
会
員
の
親
睦
を
図
り
　
福
利
・
厚
生
の
拡

充
に
努
め
る

一
　
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
や
　
良
好
な

環
境
の
形
成
に
尽
力
す
る

一
　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
　

活
動
の
発
展
を
図
る

　平
成
十
六
年
六
月
十
七
日

（
設
立
四
十
周
年
）
制
定

　
　
　
　

総
　
会
　
宣
　
言

全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
設
立
五
十
年
の
歴
史
を
継
承
し
、
停

滞
は
後
退
と
心
得
、
各
退
職
校
長
会
と
の
連
携
・
協
力
を
密
に
し
、

会
員
相
互
の
絆
を
大
切
に
し
て
創
意
と
組
織
力
を
高
め
、
新
し
い

時
代
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
を
進
め
る
。

今
日
、
我
が
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
厳
し
い
挑
戦

の
時
代
を
迎
え
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
日
本
人
の
育

成
に
は
、
今
後
一
層
、
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
、「
社
会
総
が
か

り
」
で
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の
動
向
を
見
据
え
て
、
会
員
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
時
に
当
た
り
、
我
々
は
、
会
員
の
英
知
を
結
集
し
、
教
育

の
不
易
な
る
も
の
に
も
思
い
を
い
た
し
、
時
宜
に
応
じ
た
意
見
や

提
言
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
総
会
に
当
た
り
、
左
記
事
項
の
実
現
に
尽
力
す
る
こ

と
を
宣
言
す
る
。

記

一	

　

質
の
高
い
学
校
教
育
を
実
現
す
る
た
め　

計
画
的
な
教
員
の
定
数
改

善
を
は
じ
め　

教
員
以
外
の
人
材
活
用
を
一
体
的
に
推
進
す
る
な
ど

	

教
育
諸
条
件
の
整
備
・
充
実
を
期
し　

研
究
・
協
議
を
深
め　

時
宜
に

応
じ
政
府
・
関
係
機
関
へ
の
要
望
や
意
見
具
申
を
行
い　

教
育
の
振
興

に
寄
与
す
る

一	

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
含
め　

将
来
展
望
の
持
て
る
年
金
制
度
改
革

を
は
じ
め　

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
制
度
等　

高
齢
者
の
負
担
が
過

重
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
改
善　

並
び
に
栄
典
候
補
者
枠
の
拡
大

に
つ
い
て
政
府
・
関
係
機
関
に
要
望
し　

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

に
努
め
る

一	
　

豊
か
な
経
験
を
生
か
し　

学
校
支
援
事
業
や
社
会
貢
献
活
動　

青
少

年
健
全
育
成
な
ど　

生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
を
実
践
し　

家
庭
や

地
域
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に　

会
員
相
互
の
絆

を
大
切
に
し
て
研
修
・
親
睦
を
深
め　

組
織
の
拡
充
・
活
性
化
に
努
め

る

一	

　

国
民
挙
っ
て
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
日
と
し
て　

国
民
の
祝
日

「
教
育
の
日
」
の
制
定
並
び
に
そ
の
活
動
内
容
の
充
実
を
図
り　

教
育

尊
重
の
気
運
の
喚
起
・
醸
成
に
努
め
る

一	

　

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
等　

被
災
地
の
復
興
事
業
や
教
育
環
境

の
正
常
化
の
た
め　

政
府
に
積
極
的
な
対
応
を
求
め　

地
域
社
会
の
復

興
に
寄
与
す
る

　
　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

第
五
十
二
回　

全
国
連
合
退
職
校
長
会　

総
会

日
　
時	

平
成
28
年
６
月
2
日
（
木
）

	

午
後
１
時
よ
り

会
　
場	

江
戸
東
京
博
物
館　

会
議
室

出
席
者	

正
副
会
長
、
常
任
理
事
、

	

理
事
、
監
事
等　

68
名

司
会
・
進
行	

総
務
部　

野
口
玲
子

１
、
開
会
の
辞	

副
会
長　

大
山
明
夫

２
、
会
長
挨
拶	

会
長　

戸
張
敦
雄

　

・
被
災
状
況
報
告
・
お
礼

	
	

熊
本
県
会
長　

大
森　

勲

３
、
平
成
27
年
度
会
務
報
告

	
	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

４
、
平
成
27
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

	
	

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

監
事　

菊
池
成
夫

５
、「
役
員
選
出
」
並
び
に
「
総
会
宣
言

の
文
案
作
成
」
に
つ
い
て

９
地
区
の
副
会
長
に
よ
る
「
役
員
選

出
」「
総
会
宣
言
の
文
案
作
成
」
委

員
会
を
開
催
し
、
作
成

│
│
そ
の
た
め
理
事
会
は
暫
時
休
憩
│
│

◇
　
再
　
開
　
◇

６
、
総
会
議
長
候
補
の
選
出

　
　
（
関
東
甲
信
越
地
区
）　

	
	

副
会
長　

樋
浦
晃
治

　
　
（
中
国
地
区
）	

副
会
長　

中
原
和
昭

７
、
会
則
の
一
部
改
正
（
案
）

	

総
務
部
長　

入
子
祐
三

８
、
役
員
候
補
者
選
出
報
告

	

役
員
選
出
委
員
長　

永
峰　

貴

９
、
平
成
28
年
度
「
目
標
」（
案
）

並
び
に
事
業
計
画

	
	

　

提
案　

各
部
長
・
委
員
長

	
	

（
P
８
・
９
）

10
、
平
成
28
年
度
予
算
案

	

提
案　

会
計
部
長　

白
石
裕
一

	
	

（
P 

11
・
12
）

11
、「
総
会
宣
言
」
文
案
発
表

	

文
案
作
成
委
員
長　

多
田
丈
夫

12
、
そ
の
他

⑴
各
部
・
委
員
会
か
ら
の
調
査
・
報

告
等
に
つ
い
て	

各
担
当

⑵
教
育
図
書
の
新
編
集
企
画
に
つ
い

て	

出
版
事
業
委
員
長　

木
山
髙
美

⑶
教
育
新
聞
へ
の
連
載
企
画

「
活
躍
す
る
退
職
校
長
会
─
─
子

	

供
、
教
師
、
地
域
を
支
え
る
」

	

に
つ
い
て	

会
長　

戸
張
敦
雄

13
、
全
連
退
の
歌

	
	

「
光
か
か
げ
て
」
斉
唱

14
、
閉
会
の
辞

	
	

副
会
長　

宮
原
都
明
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平
成
28
年
度
　
事
業
計
画

目
　
標

全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、
設
立

50
周
年
の
歴
史
を
継
承
し
、
停
滞
は

後
退
と
心
得
、
す
べ
て
の
会
員
の
英

知
を
結
集
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
日
本
人
の
育
成
を
目
指
し
、
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地

域
文
化
の
向
上
や
会
員
福
祉
の
増
進

に
努
め
、
各
退
職
校
長
会
相
互
の
連

携
を
図
り
連
合
体
と
し
て
の
活
動
を

展
開
す
る
。

１　

質
の
高
い
学
校
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
計
画
的
な
教
員
の
定
数

改
善
を
は
じ
め
、
教
員
以
外
の
人

材
活
用
を
一
体
的
に
推
進
す
る
な

ど
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
・
充
実

を
期
し
、
研
究
・
協
議
を
深
め
、

時
宜
に
応
じ
て
政
府
・
関
係
機
関

へ
の
要
望
や
意
見
具
申
を
行
い
、

教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

２　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
含
め
、

将
来
展
望
の
持
て
る
年
金
制
度
改

革
を
は
じ
め
、
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
制
度
等
、
高
齢
者
の
負
担

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

し
た
改
善
、
並
び
に
栄
典
候
補
者

枠
の
拡
大
に
つ
い
て
関
係
機
関
に

要
望
し
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の

実
現
に
努
め
る
。

３　

豊
か
な
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
、

学
校
支
援
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
、

青
少
年
健
全
育
成
な
ど
、
生
き
が

い
の
あ
る
生
涯
学
習
を
実
践
し
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
・
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
会
員

相
互
の
絆
を
大
切
に
し
て
研
修
・

親
睦
を
深
め
、
組
織
の
拡
充
・
活

性
化
に
努
め
る
。

４　

国
民
挙
っ
て
教
育
の
在
り
方
を

考
え
る
日
と
し
て
、
国
民
の
祝
日

「
教
育
の
日
」
の
制
定
並
び
に
そ

の
活
動
内
容
の
充
実
を
図
り
、
教

育
尊
重
の
気
運
の
喚
起
・
醸
成
に

努
め
る
。

５　

新
設
さ
れ
た
「
総
合
教
育
会

議
」
等
に
お
け
る
、
地
域
の
教
育

諸
施
策
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
意
見
具
申
を
行
い
、
地

域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
に
寄
与

す
る
。

６　

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
等
、

被
災
地
の
復
興
事
業
や
教
育
環
境

の
正
常
化
の
た
め
、
政
府
に
積
極

的
な
対
応
を
求
め
、
地
域
社
会
の

復
興
に
寄
与
す
る
。

総
　
務
　
部

１　

本
会
の
綱
領
や
教
育
憲
章
の
精

神
及
び
各
退
職
校
長
会
の
意
向
を

踏
ま
え
、
年
度
の
目
標
を
定
め
、

各
組
織
間
の
連
絡
・
調
整
・
相
談

等
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
諸
事
業

の
円
滑
な
進
行
、
諸
課
題
の
解
決

に
努
め
る
。

２　

総
会
、
理
事
会
、
副
会
長
会
、

常
任
理
事
会
、
事
務
局
長
会
等
の

企
画
・
運
営
に
当
た
る
。
ま
た
記

念
講
演
の
企
画
・
実
施
に
努
め
る
。

３　

関
係
省
庁
や
中
央
教
育
審
議
会

等
へ
の
要
望
・
意
見
具
申
・
提
言

に
努
め
る
。

４　

文
部
科
学
省　

初
等
中
等
教
育

局
長
と
の
教
育
懇
談
会
の
企
画
・

実
現
に
努
め
る
。

５　

全
国
組
織
の
教
育
関
係
団
体
と

連
携
す
る
と
と
も
に
そ
の
支
援
に

努
め
、
本
会
の
存
在
意
義
の
高
揚

を
図
る
。

６　
「
全
連
退
情
報
」
の
発
行
に
努

め
、
各
都
道
府
県
退
職
校
長
会
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
を
す
る
と
と

も
に
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
会

員
の
連
帯
感
の
醸
成
に
努
め
る
。

７　
「
平
成
28
年
度　

年
間
紀
要
」

の
編
集
発
行
に
努
め
る
。

８　
「
平
成
29
年
度
の
目
標
・
総
会

宣
言
」
の
素
案
を
作
成
す
る
。

９　
「
財
務
状
況
健
全
化
検
討
会
議
」

「
組
織
対
策
検
討
会
議
」
の
検
討

結
果
を
部
長
会
・
常
任
理
事
会
等

に
諮
り
、
成
果
の
具
現
に
努
め
る
。

10
、
研
修
会
を
企
画
・
運
営
し
、
情

報
の
収
集
に
努
め
る
。
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教
育
振
興
部

１　
「
教
育
の
日
」
に
つ
い
て
未
制

定
府
県
・
未
制
定
市
町
村
の
制
定

推
進
並
び
に
国
民
の
祝
日
と
し
て

の
制
定
を
国
会
議
員
等
へ
要
望
す

る
。
ま
た
制
定
都
道
県
・
市
町
村

の
事
業
の
充
実
に
寄
与
す
る
。

２　

各
都
道
府
県
に
お
け
る
「
総
合

教
育
会
議
」
の
設
置
状
況
と
課
題

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

３　

各
都
道
府
県
に
お
け
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
設

置
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
。

４　
「
全
連
退
教
育
憲
章
」
の
趣
旨

の
徹
底
・
普
及
に
努
め
る
。

５　

教
育
振
興
に
関
す
る
関
係
機
関

へ
の
意
見
具
申
・
要
請
活
動
等
の

素
案
を
検
討
す
る
。

　
生
涯
福
祉
部

１　

生
涯
学
習
活
動
の
振
興
・
充
実

に
係
る
情
報
の
収
集
と
広
報
に
努

め
る
。

２　

会
員
並
び
に
後
進
の
生
活
の
安

定
・
安
全
に
係
る
情
報
の
収
集
と

広
報
に
努
め
る
。

３　

年
金
・
高
齢
者
医
療
・
介
護
等

の
制
度
の
充
実
・
改
善
に
係
る
全

連
退
の
提
言
・
意
見
を
日
本
退
職

公
務
員
連
盟
等
と
連
携
し
て
関
係

省
庁
に
要
望
す
る
。

４　

叙
勲
に
お
け
る
義
務
教
育
関
係

者
の
格
上
げ
と
叙
勲
枠
の
拡
大
を

関
係
省
庁
に
要
望
す
る
。

５　

米
寿
・
上
寿
を
迎
え
る
会
員
を

調
査
し
、
賀
詞
・
寿
詞
を
贈
り
長

寿
を
慶
祝
す
る
。

　
広
　
報
　
部

１　

全
連
退
の
機
関
紙
と
し
て
、
会

報
に
は
主
要
な
会
議
や
政
府
へ
の

要
望
活
動
、
教
育
情
報
な
ど
を
掲

載
す
る
。
さ
ら
に
、
地
区
連
絡
協

議
会
、
都
道
府
県
だ
よ
り
、
地
方

の
会
報
誌
の
特
色
あ
る
活
動
記
事

な
ど
を
掲
載
す
る
。

２　

本
年
度
は
、
年
４
回
（
200
号
〜

203
号
）
の
会
報
を
発
行
す
る
。
発

行
予
定
日
は
6
月
30
日
、
９
月
30

日
、
１
月
１
日
、
３
月
15
日
と
す

る
。

３　

新
会
員
勧
誘
支
援
用
と
し
て
、

202
号
（
１
月
１
日
号
）
を
希
望
す

る
都
道
府
県
に
増
配
す
る
。

4　

全
連
退
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

を
適
宜
行
う
。

　
会
　
計
　
部

1　

各
都
道
府
県
退
職
校
長
会
と
の

密
接
な
連
携
を
図
り
、
会
員
数
の

確
保
や
会
費
の
増
収
に
努
め
る
。

2　

諸
事
業
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
財
務
の
適
切
な
執
行
・
運

用
に
努
め
る
。

3　

今
後
の
組
織
を
支
え
、
会
務
の

円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
、

「
財
務
状
況
健
全
化
検
討
会
議
」

を
継
続
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
対

応
策
を
検
討
す
る
。

　
教
育
課
題
委
員
会

１　

高
等
学
校
に
お
け
る
「
高
等
学

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」（
仮
称
）

の
導
入
を
視
野
に
、
高
等
学
校
教

育
の
在
る
べ
き
姿
を
研
究
・
討
議

し
明
ら
か
に
す
る
。

２　

中
央
教
育
審
議
会
等
の
審
議
状
況

を
見
定
め
対
応
策
等
を
検
討
す
る
。

　

出
版
事
業
委
員
会

１　

第
7
回
の
教
育
図
書
出
版
（
平

成
30
年
度
上
梓
予
定
）
の
新
企

画
・
編
集
を
行
う
。

２　

新
刊
図
書
の
趣
旨
…
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
連
携
の
下
で
、
地
域

の
特
性
・
伝
統
・
文
化
も
生
か
し

た
「
心
を
育
む
教
育
活
動
」
事
例

を
、〝
学
校
の
力
〟
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
全
国
に
紹
介
し
た
い
。

３　

全
連
退
の
出
版
本
ら
し
く　

組

織
を
生
か
し
、
皆
で
創
り
皆
で
広

報
し
て
い
く
図
書
と
し
て
、
全
都

道
府
県
か
ら
原
稿
を
頂
く
。


